

















ロジェクト） 課題「珠江デルタ地帯における西洋近代法と伝統的宗法規範の対立と同化に関する研究」に採択されたので、プロジェクト研究課題をコア 課題 して設定し、 活動を展開し （詳細は、本誌「プロジェクト研究報告
p.312 参照」 ） 。
研究概要は、珠江デルタ地帯の西洋近代法と伝統中国の法すなわち宗法



































ど一定の成果をあげてきた。その中で海外赴任者の精神状態を把握する難しさとその問題の重要性を再認識するに至った。そこで、文化を超えて、こころが可視化できるようにすることを目標に、本研究グループの活動の次なる展開の一つとして、 「こころの可視化研究会」の創成を意識した研究活動を行った。研究課題を共有していく めに、東洋大学アジア文化研究所（白山キャンパス二号館四階）研究所室にて研究会を開催した。テーマ（活動目的）は「個人・集団のこころの状態、変化、特質 わかりやすく、効率的・効果的に可視化する方法の開発」である。
まず、研究班から研究会へと発展させていくために、研究班代表者であ











 石井隆憲、井上星児、大城美樹雄、太田辰幸、川上崇、新江利彦、末成道男、髙津茂 中田有紀、中村理恵、西野節男服部美奈 本多守 吉本康子 米 公丸 渡邉暁子
本研究班は主として東南アジアを研究の対象としているが、研究内容は




































































































研究員：有澤晶子、井上貴也客員 小泉京美 田中路子、馬雪峰「中国の文化と社会」研究班は、中国関係を研究対象とする研究者が集う場として設置されたものである。しかしここ数年来、本研究班では組織的な研究活動を展開できていない。それでも研究所内における所属場所として、とくに若手研究員から必要とされていることもあり、 「雌伏」の態勢で時機をうかがっている次第である。本年度の 「中国の文化と社会」 研究班の具体的活動は、 細々とではあるが、 若
手研究者養成の活動とも呼ぶべき読書会を続けており、 れを報告しておく。
毎月原則として第二・第四金曜日の一四時四五分から一六時一五分にか
































シンポジウムに一名、九月にトルコ共和国イスタンブ で開催された国際シンポジウムに四名を口頭発表参加で派遣し、本班が今まで推進してき日本とトルコ（タタール 含む）との関係に関する研究成果 示し、高評価を得た。発表の要旨集は年度内に刊行される見通しである。 た十月に来日したロ ア・タターリスタン共和国科学アカデミー所属の 者ちと交流をもち、今後の研究協力を約した。二月には新規に客員 員として参画戴いたサト氏を中心にワ クショップの開催を予定してい 。また研究所の年次集会では 子島研究員が進める人道援助・ボランティア活動に関わる成果の一端 明らかにする。
